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2016 年 3 月 2 日 

株式会社ワコール 

広報・宣伝部 

【ワーキングマザーの仕事と育児の両立に関する意識調査】 

 
株式会社ワコールは、企業の女性活用推進策や育児社員のキャリアや働き方に関する制度のあり

方が社会問題として問われる中、ワーキングマザーの仕事と育児に対する意識や考え方の実態を探
ることを目的に、首都圏に住む 20 代～40 代の、過去 2 年以内に育児休暇から職場に復帰した女性
および、今後 6 ヶ月以内に職場復帰する予定の女性、計 169 名を対象に「ワーキングマザーの仕事
と育児の両立に関する意識調査」を実施しました。 

調査の結果から、子どもがいてもキャリアアップを目指したいというキャリアへの意識が高い人
や、産休・育休明けでも以前と同等の仕事ができていると思う人の割合が多く、職場復帰前にみず
からが思い描いていた以上にパフォーマンスを発揮している、今どきのワーキングマザーの実態が
明らかになりました。 

また仕事と育児を両立するために、“仕事モード”と“育児モード”を切り替えている様子や、
育休明けには「母親」から「働く女性」への切り替えのために、さまざまなスイッチングアイテム
を活用していたことがわかりました。 

〈調査概要〉 

・地域：1 都 3 県 

・対象：20 代～40 代の育児休暇を取得した女性 計 169 名 

①現在育休中で“今日（調査回答日）”を基準に 6 か月以内に復職予定の人 69 名 

②現在復職後で“今日（調査回答日）”を基準に過去 2 年以内に育休から復職をした人 100 名 

・調査時期：2016 年 1 月 

・インターネットによる調査（ワコール調べ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ママになっても、仕事へのモチベーションもパフォーマンスも変わらない！＞ 

■2 人に 1 人は「子どもがいてもキャリアアップしていきたい」 

約 9 割が「子どもがいてもキャリアアップしていきたい」という女性に「賛同できる」と回答し
ました。さらに「賛同できて私もキャリアアップしていきたい」（53.8%）と、実に、2 人に 1 人
のワーキングマザーが、自身のキャリアアップに意欲的です。 

■産んだ後でも自分が思っていたより働けていると実感。復帰後、以前と同等の仕事が「できて
いる」63.0% 

職場復帰前には、復帰後「以前と同等の仕事が、できると思う」人が 4 割に満たない結果である
のに対して、実際に復帰した後は、「以前と同等の仕事が、できていると思う」と回答した人が 6

割以上となりました。心配していたよりも、実際は変わらぬパフォーマンスで働けていると感じ
ているようです。 

＜育児モードと仕事モードの切り替え＞ 

■「ゆるゆる」育児モードから「テキパキ」仕事モードへ！ 

育児モードの自身を表すワード 1 位「ゆるゆる」（30.0%）、2 位「バタバタ」（19.0%）。 

仕事モードの自身を表すワード 1 位「テキパキ」（41.0%）、2 位「しゃんと」（25.0%）。 

仕事モードになると、テキパキと仕事をこなしているワーキングマザーの様子が見えます。 

■仕事モードへ切り替えるスイッチングアイテムは「ヒールのある靴」「ジャケット」「補整下着」 

ヒールのある靴、ジャケットなど、育児中には着用しなかったものがモード切り替えの合図に。
ブラジャーやガードルなどの下着は、ボディラインだけでなく気持ちも引きしめる効果が！ 

＜仕事と育児の両立に必要なもの＞ 

■両立のために必要なのは「家族の支え」 

仕事と育児の両立のために必要だと思うものは「家族の支え」。その回答割合は、復帰前 63.8%、
復帰後 73.0%と増加しており、働き始めると、さらに「家族の支え」の重要性を実感するようで
す。 

■あったらいいなと思う育児に関するサポート・制度  

制度があるだけでなく、制度を利用しやすい仕組み・環境整備も重要。 

＜妊娠・出産後の体型変化＞ 

■このカラダじゃ戻れない！！妊娠・出産後の体型補整も、職場復帰の準備のうち！ 

妊娠・出産後に体型変化があった人が 6 割以上。約 9 割が現在の体型に「自信がない」と回答。 

職場復帰の際、体型の不安解消のためにしたこと 1 位「ストレッチ」2 位「補整下着をつける」。 
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ママになっても、 

仕事へのモチベーションもパフォーマンスも変わらない！ 

 

■「子どもがいてもキャリアアップしていきたい」キャリア意識の高さが明らかに 

 子どもがいても仕事をペースダウンせず、キャリアアップを目指して働く女性について、どう思

うかを尋ねると、「賛同できて私もキャリアアップしていきたいと思う」（53.8%）と「賛同はでき

るが私はそう思わない」（36.1%）を合わせて 89.9%、約 9 割が「賛同できる」と回答しました。 

この結果から、自身のキャリアアップに対して意識を高く持っている女性が多いこと、そして、

育児中という同じ境遇の女性に対して、キャリアアップを目指すことは自由であり、さまざまな生

き方、価値観を認め合うという傾向も見られます。 

 

Q．「子どもがいてもキャリアアップしていきたい」という女性に対して 

あなたはどう思いますか？ (単数回答)  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■産んだ後でも自分が思っていたより働けていると実感。復帰後、以前と同等の仕事が「できてい

る」63.0% 

 職場復帰前の人に、「復帰したら以前と同等の仕事ができると思うか」と尋ねると「とてもそう

思う」（5.8%）、「そう思う」（31.9%）と答えた人は、全体の 4 割に満たず、復帰後は以前と同じよ

うに仕事ができないのではないかと不安を抱えている人の方が多い結果となりました。 

しかし、すでに職場復帰している人に尋ねたところ「とてもそう思う」（16.0%）、「そう思う」

（47.0%）と合わせて 63.0%の人が、復帰後に以前と同等の仕事ができていると回答しています。

産休・育休を経て復帰したワーキングマザーは、以前と比べても変わらないパフォーマンスを発揮

できているようです。 

 

Q．職場復帰をして以前と同等の仕事ができる（できている）と思いますか？ (単数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「賛同できる」 

     約 9割 
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育児モードと仕事モードの切り替え 
 

■「ゆるゆる」育児モードから「テキパキ」仕事モードへ！ 

 仕事と育児を両立するワーキングマザーは、育児モードと仕事モードを切り替えているのでしょ

うか？ 

すでに職場復帰している人に、育児モードのときと仕事モードのときのご自身を表すワードを聞

きました。育児モードのときは、回答の多い順に「ゆるゆる」30.0%、「バタバタ」19.0%、「だら

だら」・「テキパキ」14.0%となりました。仕事モードのときは「テキパキ」41.0%、「しゃんと」25.0%、

「シャキーン」11.0%となりました。育児モードでは動作や服装などが「ゆるゆる」しているママ

も、仕事モードになると、「しゃんと」した姿勢で「テキパキ」仕事をこなしているようです。 

 

Q：育児モードのときと仕事モードのときの、あなたご自身を表すワードは？ (単数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■仕事モードへ切り替えるスイッチングアイテムは「ヒールのある靴」「ジャケット」「補整下着」 

 育児モードから仕事モードへ切り替えるために必要だと思うアイテムは、1 位「ヒールのある靴」

（30.8%）、2 位「ジャケット」（20.1%）、3 位「補整下着（ガードル、ボディスーツ、ブラジャー

等）」（19.5%）となりました。育児モードのときには着用することが尐ないヒールのある靴やジャ

ケットを身に着けることで、仕事モードのスイッチが入る人が多いようです。 

また 3 位は「（ガードルなどの）補整下着」となりました。前項目の結果にもある通り、「ゆるゆる」

「だらだら」な感覚の育児モードから、サポート力のある下着を着けることで、見た目を美しく整

えられるだけでなく、背すじが伸び、まさに「しゃんと」「シャキーン」とした気持ちになって仕

事に向かえるという、“気合いを入れる”機能もあるのではないでしょうか。 

 

Q：仕事モードへの切り替えをするために、必要だと思うアイテムは？ (複数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 テキパキ

2 しゃんと

3 シャキーン

仕事モード

〈TOP3〉 

1 ゆるゆる

2 バタバタ

3 だらだら／テキパキ

育児モード
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■おしゃれ意識の高さもうかがえる、実際、育休明けに役立ったアイテム・・・ 

 

 すでに職場復帰している人が、育休明けに仕事モードへの切り替えをするのに役立ったアイテム

について詳しく答えてもらったところ、仕事用の「バッグ」や「腕時計」など、仕事で使うもので、

身に着けるアイテムの回答が多く集まりました。特に子どもと一緒のときには、安全面への配慮か

ら着けられないものがあり、それを身に着けること自体が、スイッチングになるようです。また、

ブラジャーやガードルなどの「下着」も、出産や休暇を経て、変わってしまったボディラインを引

きしめると同時に、気持ちも引きしめられたという回答もありました。 

これらの回答からは、見た目にも気を遣い、“復帰後はよりきれいに見られたい”という今どきの

ワーキングマザーのおしゃれ意識の高さもうかがえます。 

 

・【腕時計】休暇中は、あまり時間を気にすることがなかったのですが、仕事になると時間管理が

必要になるので、腕時計で切り替えるようにしました。（27 歳/東京都） 

・【仕事に使用するバッグ】子どもといるときとは違う持ち物になるので気分が切り替わる。（36

歳/東京都） 

・【ピンヒール】育児休暇中は素早く歩けるようなフラットな靴ばかりだったがヒールでかつかつ

オフィスを歩くとモチベーションが上がる。（32 歳/東京都） 

・【スーツ】戦闘モードに入り込める。（38 歳/東京都） 

・【ピアス】子どもがいるときにはつけられないので、気持ちが引き締まる。（31 歳/神奈川県） 

・【化粧品】アイラインなどの濃い目のメイクをすることで仕事モードに切り替えていた。（35 歳/

東京都） 

・【コンタクトレンズ】化粧もしっかりめにでき、しゃんとする。（28 歳/東京都） 

・【ブラジャー】授乳用ではなく、きちんとサイズの合ったもの。（32 歳/埼玉県） 

・【産後用ガードル】体型がかなり戻った。（31 歳/東京都） 
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育児と仕事の両立に必要なものは 

 

■両立のために最も必要なのは「家族の支え」  

 仕事と育児を両立するために最も大事だと思うことは、「家族の支え」が最多となりました。そ

の回答割合は職場復帰前の人は 63.8%、職場復帰後の人は 73.0%となり、実際に働き始めるとより

家族の支えが大切であると実感するようです。 

 

 

Q：育児と仕事を両立するために、最も大事だと思うことは？(単数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■あったらいいなと思う育児に関するサポート・制度。制度を利用しやすくするための工夫も必要。 

 あったらいいなと思う、職場での育児に関するサポートや制度について聞いてみると、育児に必

要なお金・時間・休みに関するサポートのほか、育児休暇中も在宅で業務サポートや研修などを行

い、仕事の感覚を忘れないようにしたい、復帰しやすい状態にしておきたいといった意見が寄せら

れました。いずれ職場復帰する予定のママにとっては、育休中も職場とつながりを持って、仕事の

状況をキャッチアップしておきたいという気持ちがあるようです。 

また、育児中、特に子どもが幼いうちは子どもの病気による急な休みなどが多くなるため、その

ときにフォローをしてくれる社員に対しても補助などをつけてもらいたい、という声もありました。 

育児社員の働きやすさ向上のためには、企業はただ制度を設けるだけでなく、周りの社員の理解促

進のための研修や補助など、育児社員が制度を利用しやすくするための工夫が求められています。 

 

・保育料の補助。（30 歳/東京都） 

・職場での病児保育。（31 歳/東京都） 

・子どもの誕生日近辺で特別有給休暇がとれること。（32 歳/東京都） 

・子連れ出勤を可能にする。子どもの年齢別にパパママ研修会をやる。（36 歳/埼玉県） 

・育児中の悩みを聞いてくれる相談員さんがいてくれると嬉しいです。（36 歳/神奈川県） 

・育児休暇中の在宅アルバイト斡旋（入力・テレアポ等）。（36 歳/埼玉県） 

・育児休暇中もインターネット等で会議などに参加したい。（35 歳/神奈川県） 

・短時間勤務の期間を長くしたい。復帰前の講習会をして、仕事を尐しずつ思い出せるようにした

い。（27 歳/東京都） 

・周りの社員の理解。（24 歳/東京都） 

・カバーする周りの社員への補助。（42 歳/神奈川県） 

・育児中社員だけが対象だと肩身が狭いため、広く、時短やフレックスを導入して欲しい。（32 歳/

神奈川県）  
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妊娠・出産後の体型変化 

 

■このカラダじゃ戻れない！！妊娠・出産後の体型補整も、職場復帰の準備のうち！ 

 妊娠・出産という大仕事を終えた後、体型に変化があった人は「大きく変わった」（21.9%）、「尐

し変わった」（44.4%）を合わせて 66.3%となりました。さらに、約 9 割が妊娠前と比較して現在の

体型に「自信がない」と回答しています。産後にボディラインが変化し、自信をなくしてしまった

カラダをどうするかも、職場復帰にあたり悩みの一つです。 

約 7 割の人が、体型への不安解消のため、何かに取り組んでおり、中でも 1 位は「ストレッチをす

る」（31.4%）となりました。激しいスポーツをするよりも、ストレッチのような手軽で音や振動が

出ず、子どもの様子を見ながらでもできる運動をする人が多いのでしょうか。2 位は「補整下着を

つける」（21.9%）となりました。まずは補整下着の力を借りて、より簡単に見た目をスッキリさせ

たという人も多いようです。 

 

Q：妊娠や出産の影響により体型の変化がありましたか？(単数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q：妊娠前と比較して、現在の体型に自信がありますか？(単数回答) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Q：体型に関する不安を解消するために、実践したことは？(複数回答) 
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「テキパキ」ワーキングマザーを応援！ 

下着のパワーで、産後の体型補整もお仕事スイッチＯＮも叶えます 
 

■商品紹介 

＜産後 1か月頃から着用できるアイテム＞ 

 

◇『シェイプマミーガードル』（ワコール マタニティ） 

出産で変化したからだのために、ウエストやおなかをしっかりと 

シェイプ（＊）するハードタイプの産後ガードル。パワー素材と裏打ちで、 

産後の気になるおなかのたるみや骨盤をサポートします。 

ウエスト約９ｃｍ上からふとももまでしっかりと引きしめ、産後の 

ボトムシルエットを美しくととのえます。 

＊「シェイプ」は下着の補整効果によりボディラインをととのえることです。 

 ・品番：MGR378 

 ・サイズ：58･64･70･76･82 

 ・カラー：BL･GB･OC（GB は 58～76のみ） 

 ・希望小売価格：14,000円＋税 

 

＜産後 6か月以降で、職場復帰などのタイミングで揃えたいアイテム＞ 

 

◇『SUHADA（ジャストウエスト／ロングタイプ）』（ワコール） 

まるで肌と同化したようにやわらかく伸縮性のある素材で 

はきやすい。 

気になるおなか・おしりはしっかりメイクしながら、長時間はいても 

苦しくなりにくいので、ボトム初心者におすすめです。 

 ・品番：GRC･465 

・サイズ：58･64･70･76･82 

・カラー：BL･LB･PO･SX･OC ※OCは5月発売 

  （カラー展開はサイズによって異なります。） 

・希望小売価格：5,500円～＋税 

 

◇『ハミデンヌ おなかキレイパンツ』（ウイング） 

産後のおなかとウエストまわりのハミ肉が気になる方に。 

特殊な設計でしっかり押さえる“ハミデンヌシート”がおなかを 

すっきりさせ、尐し高めのウエスト丈でハミ肉をしっかりホールド 

する“ハミデンヌテープ”がウエストラインをすっきり整えます。 

ショーツ感覚でトライしやすいショートタイプ。 

・品番：KQ2523 

・サイズ：58･64･70･76･82 

・カラー：BL･DR･PO･OV･SP ※OVは6月発売 

  （カラー展開はサイズによって異なります。） 

・希望小売価格：3,800円～＋税 

 

※『シェイプマミー』『ウイング』『ハミデンヌ』は、株式会社ワコールの登録商標です。 

※『SUHADA』は、株式会社ワコールの出願商標です。 

 

＜報道関係の方からのお問い合わせ先＞ 

株式会社ワコール 広報・宣伝部  （京都）TEL075-682-1006  FAX075-682-1103 

（東京）TEL03-3239-1117  FAX03-3239-1118 

＜一般の方からのお問い合わせ先＞ 

株式会社ワコール お客様センター ﾌﾘｰﾀﾞｲﾔﾙ 0120-307-056（平日 9:30～17:00） 


